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成熟都市へのアプローチ 谷口 浩司 145 
京都は歴史都市と言われる。かつて都があったからとかあるいは御所や金閣寺など
歴史的に名のある建造物が残されているからそう呼ばれるなら，その意味において歴
史都市にちがいない。しかしそれだけでは決して本当の意味の歴史都市ではない。な
ぜなら，歴史的景観が市民生活と結びついているわけではない。市民が自分たちもま
た京都の歴史のーコマに生きていることを実感できるような日々を送っているわけで
もない。いわば「観光的歴史都市Jである。本来，歴史都市とは，歴史の生きている
都市，過去との関係を実感として与える文化の生きている都市なのである。
個々の織屋のとった選択的行動は，それぞれに経済的均衡点を求めた行動にちがい
ない。けれども寄って立つ社会としての西陣から見れば，その解体化に寄与している。
今求められることは，個々の選択的行動が西障の地域社会を豊かにし，その豊かきが
個々の選択的行動にプラスに作用していく，このような媒介的調整様式の工夫であろ
う。京都を個性ある都市として，その個性を織屋建ちによる町並みと産業から醸しだ
してきた西陣の衰退は，ただ一つの「京都らしさ」の喪失なのではない。それは京都
そのものの崩壊であり，京都の歴史的な時間と都市的な空間の折り重なった社会シス
テムの崩壊へと京都を至らしめるだろう。引き続くプロジェクト研究において，この
社会的調整様式のあり方を， r京都の暮らしと町」の中で解明したい。
